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１回 安部 講義

２回 安部 講義

３回 安部
講義
演習

４回 安部
講義
演習

５回 安部
講義
演習

６回 安部
講義
演習

７回 安部
講義
演習

８回 安部
講義
演習

９回 安部
講義
演習

10回 安部
講義
演習

11回 安部 演習

12回 安部 演習

13回 安部 講義

14回 安部 演習

15回 安部 講義

研究倫理➀ 医学・看護学研究における倫理的配慮について解説する。

倫理問題へのアプローチ③ フライらの倫理的分析と意思決定モデルについて解説する。同ア
プローチの課題を考察する。

研究倫理② 受講生の研究計画の検討。

まとめ 要点のふりかえり。レポート課題の説明。

事例検討① 受講生が経験した倫理問題の分析と倫理調整の考察。

事例検討② 受講生が経験した倫理問題の分析と倫理調整の考察。

看護における倫理問題 看護における倫理的ディレンマの特徴を考察する。

倫理問題へのアプローチ➀ ジョンセンらの臨床倫理学における症例分析について解説する。
同アプローチの課題を考察する。

倫理問題へのアプローチ② トンプソンらの意思決定のための10ステップモデルについて解説
する。同アプローチの課題を考察する。

看護における倫理理論➀ 規範倫理学・倫理理論について解説する。看護倫理理論としての
「ケアの倫理」の特徴を考察する。

看護における倫理理論② ケアの倫理の実践面での課題を考察する。

看護倫理における主要概念 医療と看護における倫理原則・パターナリズム・アドボカシーに
ついて解説・考察する。

選択 講義
授業
形態

応用倫理における看護倫理 応用倫理について解説する。生命・医療倫理との比較をつうじて
看護倫理の特徴を考察する。

看護における倫理綱領 倫理綱領の確認・分析。倫理綱領にかかわる現状の課題点を考察
する。

授業プリントを使用する。

参考書等
授業時に適宜紹介する。

授業の導入 シラバスの要点確認と補足。授業の目的・方法・意義の説明。

遠隔授業

単位数
(時間)

2(30)
1年次
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科目等
履修生

看護実践・管理・教育・研究に欠かせない倫理的知識とスキルを養う。そのために、看護倫理の実践・理論の現状を批判的に分
析し、その課題を明らかにする。のみならず、それらの課題および多様・複雑化する看護倫理問題へのありうべき取り組みにつ
いて考察する。

学習項目 学習内容
主担当
教　員

１．応用倫理における看護倫理の特徴を説明することができる。
２．倫理綱領およびケアの倫理の要点を説明することができる。
３．倫理綱領およびケアの倫理の実践面での課題について考察することができる。
４．看護における倫理的ディレンマの特徴を説明することができる。
５．倫理問題へのアプローチに習熟し、事例分析に活用することができる。
６．さまざまな倫理問題にたいして倫理調整を提案することができる。
７．医学・看護学研究において必要とされる倫理的配慮をおこなうことができる。

成績評価方法
(基準)

平常点（提出課題・発表など）（40％）　期末レポート（60％）

教科書

受講者への
メッセージ

近年、医療においては倫理がますます重視されるようになっている。とりわけ看護大学院修了者には臨床・教育にお
いて倫理問題への取り組みを主導する役割が期待されている。かかる期待を充たすには、従来の倫理観や看護実践・
研究のあり方を見直し、よりよいものへと再構築していく必要がある。かかるニーズに本授業はあたうかぎり応えた
い。

備考

看護倫理
Nursing Ethics

安部　彰（508）
教員への連絡方法
(メールアドレス)

履修
年次


